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 事業概要 

熱帯降雨観測衛星 TRMM や全球降水観測計画 GPM を活用した全球雨分布データを, GSMaP アル

ゴリズムを用いて 2000 年～2014 年の期間で処理する. 

TRMM/PR アルゴリズムと GPM/DPR アルゴリズムの連続性を長期間の観測データをもとに確認

する. 

参考 URL: https://www.eorc.jaxa.jp/GPM/en/index.html 

 

 JAXAスーパーコンピュータを使用する理由と利点 

アルゴリズムの評価,改善やプロダクト作成のため,降水観測に関する複数衛星・センサデータを用い

た長期処理を短期間で処理するために,JSS3 が必要.処理アルゴリズムの複雑さのため,JSS3 の厳格な事

業進捗管理,緊急対応,運用側によるきめ細かなユーザ対応等が求められ,JSS3 を利用しなければ,短期

間での再処理は達成し得ない事業と言える 

 

 今年度の成果 

2021 年 12 月にリリースされた GPM DPR V07 および GSMaP V05 メジャーバージョンアップに係

るアルゴリズム開発のため, 長期試験処理等を複数回実施した.  

降水強度の長期統計評価の結果, GPM DPR では既存のプロダクト V06A との大きな乖離はなく妥当

であること, また同じ Ku 帯の降水レーダである GPM KuPR と TRMM PR との連続性が良い一致を

示していることを確認した(図 1). GSMaP では, 過去バージョンのプロダクトとの比較の結果, RMSE

が既存のプロダクト V04 よりも改善していることを確認した(図 2). これらの解析評価においては, 

JSS3 で実行することにより長期試験処理にかかる時間が大幅に短縮され, 開発サイクルの加速および

メジャーバージョンアッププロダクトのリリースにつながった. 

降水観測ミッション利用研究 
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図 1: TRMM PR と GPM DPR の地表面における降水強度の経年変化. 熱

帯(35N-35S)領域, 降水強度の閾値に係る条件なし平均で求めた月積算量. 

黒線:TRMM PR (V07), 灰線:TRMM PR (V06A), 赤線:GPM KuPR プロダ

クト(V07A), 橙線:GPM KuPR プロダクト(V07A) 

 

 

図 2: GSMaP MVK RMSE. 黒線:03E, 赤線:04B, 青線:05A, 破線:時間平

均, 実線:15 日移動平均 
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 JSS利用状況 

⚫ 計算情報 

 

 

⚫ JSS3 利用量 

総資源に占める利用割合※1 (%)： 0.09 

 
     

内訳 

計算資源 

計算システム名 CPU 利用量(コア・時) 資源の利用割合※2 (%) 

TOKI-SORA 0.00 0.00 

TOKI-ST 640,830.25 0.79 

TOKI-GP 0.00 0.00 

TOKI-XM 0.00 0.00 

TOKI-LM 0.00 0.00 

TOKI-TST 144.43 0.00 

TOKI-TGP 0.00 0.00 

TOKI-TLM 0.00 0.00 

 

ファイルシステム資源 

ファイルシステム名 ストレージ割当量(GiB) 資源の利用割合※2 (%) 

/home 58.33 0.06 

/data 及び/data2 97,363.33 1.04 

/ssd 183.33 0.05 

 

アーカイバ資源 

アーカイバシステム名 利用量(TiB) 資源の利用割合※2 (%) 

J-SPACE 71.08 0.48 
 

※1 総資源に占める利用割合：3 つの資源(計算,ファイルシステム,アーカイバ)の利用割合の加重平均 

※2 資源の利用割合：対象資源一年間の総利用量に対する利用割合 

 

 

 

 

  

プロセス並列手法 非該当 

スレッド並列手法 非該当 

プロセス並列数 1 

１ケースあたりの経過時間 24 時間 
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⚫ ISV 利用量 

ISV ソフトウェア資源 

 利用量(時) 資源の利用割合※2 (%) 

ISV ソフトウェア(合計) 0.00 0.00 

 

※2 資源の利用割合：対象資源一年間の総利用量に対する利用割合 

  


